
人をつないでくれる存在だったように
思います。
　今、川崎で営んでいる私の店「コンフ
ラン・サント・ノリーヌ」では、この街で
菓子職人として過ごした時間や、セーヌ
川沿いで感じた穏やかな空気を、お菓
子を通して少しでも表現できればと考
えています。

　私がフランスで過ごしたコンフラン
＝サント・ノリーヌ（注）は、セーヌ川とオ
ワーズ川が合流する場所にある、穏や
かで歴史のある街です。
　私はこの街の菓子店で働きながら、
日々の暮らしを送っていました。朝、仕
事へ向かう途中に目にするセーヌ川の
景色、週末に川沿いを歩きながら立ち
寄ったマルシェ、そして、仕事の後に店
で同僚や常連さんと過ごした何気ない
時間―。そうした日常の積み重ねが、
今でも私の中に深く残っています。
　休日になると、セーヌ川沿いには

人々が自然と集まり、新鮮な野菜や
チーズ、焼きたてのパンやお菓子の店
が並びます。川の流れを眺めながら散
歩をし、そのまま川沿いのレストランで
ゆっくり食事を楽しむ。そんな穏やかな
時間こそが、この街らしさだと感じてい
ました。
　街の高台には古城プリュレ城
（Château du Prieuré）の旧跡が残っ
ており、そこから見下ろすセーヌ川の景
色は、今でも忘れられません。長い歴史
の中で、人々の暮らしが静かに受け継
がれてきたことを、実感させてくれる場
所です。
　言葉が完璧でなくても、「Cétait  
dé l i c i é x !（おいしかったよ）」「Je 
reviendrai.（また来るね）」そんな一言
が、自然と心の距離を縮めてくれまし
た。コンフラン＝サント・ノリーヌは、お
菓子や食事、そして街そのものが、人と

こ
の
街
・
こ
の
国 

一
度
は
行
っ
て
み
て
ほ
し
い
！
㉖

▲
焼き菓子専門店
「Conflans Saint honorine」
（武蔵中原）

外国につながる子どもと
保護者のための
プレスクール

「外国につながる
 　子どもの寺子屋」
　　ボランティア養成講座

　外国につながる子どもが安心できる地域の居場所づくり
を目指して、毎週土曜日に「外国につながる子どもの寺子
屋」を開いています。日本語がわからないために、学校の授
業についていけない子どもに、日本語や教科学習について
サポートする場です。
　この寺子屋のボランティアを育てる講座を1月31日から
全４回で開催しました。1回目は田嶋麻理子講師（川崎市教
育委員会）による「川崎市の外国につながる子どもの現状と
課題・学校の取り組み」、2回目は樋口万喜子講師（NPO日
本語・教科学習支援ネット代表）による「日本語と教科学習
支援の具体的な方法（日本語力ゼロのこどもたちとどう向き
合うか、生活言語と学習言語の違いなど）」、3回目は中村
ノーマン講師（多文化活動連絡協議会代表）による「外国に
つながる子どもを取り巻く環境と川崎市国際交流センター

の寺子屋について」、4回目は実
際に交流センターの寺子屋を見
学するというプログラムです。
　家庭では母国語で生活してい
る子どもたちに、根気よく寄り添
うことで、日本で自立していくこ
とにつながればと思っています。

（文・写真 川崎市国際交流協会 加藤 恵美）

（注）地名は、ラテン語で合流を意味するConflans
と、876年にここで見つかった聖遺物の聖人
「Sainte-Honorine（聖オノリーヌ）」から名付
けられた。

中島 幸二さん
なか　  じま　　  こう　　じ

フランス共和国 コンフラン＝サント・ノリーヌ市

田嶋麻理子講師

　まず、保護者に、日本の学校制度や学校生活の流れについ
て説明し、入学後の生活を具体的にイメージできるようにし
ました。教育委員会と共催したことで、学校の実情に即した
内容を提供できたことは大きな成果だと思います。また、日
本語に不安のある保護者には同時通訳を配し、安心して参
加できる環境を整えました。その結果、内容の理解が深ま
り、積極的に質問や意見交換を行う様子が見られました。
　子どもたちには、学校生活で使う日本語や集団生活にお
ける基本的なルールを体験的な活動を通して教えました。子
どもたちは楽しみながら意欲的に参加していました。
　さらに、来場した親子に「図書・資料室」を案内し、日本語
学習や子育てに役立つ資料を紹介しました。今後の家庭で
の学びや継続的な利用につながることが期待されます。

　今年から、午前・午後の2部制
で実施したので、参加者は自分
の都合に応じた参加が可能とな
りました。今後も外国につなが
る子どもと保護者の双方にとっ
て、有意義な学びの機会を提供
していきたいと思っています。

（文：川崎市国際交流協会 蒋 香梅）
会場の様子

大手洋菓子企業で30年、製品
開発に従事。仏コンフラン＝
サント・ノリーヌ市で修行後、
2023年武蔵中原に洋菓子店
を開業。ジャパンケーキショー
で金賞受賞。キリクリームチー
ズコンクール2位

I N F O R M A T I O N

フランス共和国
人口　約6,860万人
面積　549,134㎢
首都　パリ
言語　フランス語

パリ

コンフラン＝
サント・ノリーヌ

スペイン アンドラ

ベルギー
イギリス ドイツ

スイス

イタリア

フランス共和国

ルクセン
ブルク

▲コンフラン＝サント・ノリーヌの街 ▲川沿いの風景 ▲プリュレ城（現在は内陸水運博物館として使われている建物）

多文化共生の

取り組みに

フォーカ
ス！

（外国につながる子どものための小学校入学説明会）
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En Globe
代　表：高部 真生
　　　 ペレーラ・ラヒル・サンケータ
連絡先：contact@englobe.jp

民間団体
紹介川崎で頑張

っている
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　En Globe（エングローブ）は、国籍や
言語の違いを越えて「国ではなく、人とし
てつながる」ことを目的とする国際共創
コミュニティです。川崎市を拠点に、日本
人・外国人が自然に混ざり合い、出会い
とリアルな体験を一緒につくる場を運営
しています。私たちが大切にしているの
は、イベントを通して共に笑い、協力し合
いながら、相手を一人の人として理解し
ていくことです。
　En Globeの立ち上げは、代表 高部の
「子供たちにリアルな国際体験を提供し
てグローバルな人材育成につなげた
い」、また、共同代表 ペレーラの「日本の
みんなが海外の文化を知る機会を増や
したい」「地域住民と在日外国人が交流
できる場をつくりたい」「外国人も日本の
文化・日本社会になじむ機会をつくりた
い」という想いを目標として、フェスティバ
ルを開催したのが始まりです。
　このフェスティバルには3,000人超の
来場があり、年齢や国籍を超えて、日本に
いながら“リアルな海外体験”ができたこ
とも大きな魅力となりました。そして、川
崎市国際交流センターの「インターナ
ショナル・フェスティバルinカワサキ」への
出展（世界の公園）、川崎フロンターレと
の共同企画「外国人総合案内所」など、こ
れまで子どもから大人まで楽しめる参加
型コンテンツを展開してきました。会場で
は、初対面同士でも「一緒にやってみよ
う！」が生まれ、“その人らしさ”を起点に
会話が広がっていきます。多くの日本人・
外国人ボランティアの皆さんにも支えら
れ、運営そのものが多文化の学び合いの
場になっています。
　第二回「国際スポーツ＆カルチャーフェ
スティバル」は5月16日に「生田緑地中央
広場」で開催します。ボランティアへのご
参加、ご協力・応援もお待ちしています。

交流会

川崎フロンターレとの共同企画
「外国人総合案内所」

図書・資料室から本のご紹介

　多様性と聞いてどんなことを思い浮かべますか。こ
の社会はすでに多様です。でも、社会は多様性が守ら
れていますか。一人ひとりが大切にされていますか。こ
の本は子どもにも伝わるよう平易なことばで、まとめ
られています（漢字はすべてルビ付きです）。あちらこ
ちらで「多様性の尊重」がいわれているのに、「そこか
ら排除される人たちがいるのはなぜだろう」「共に生
きるってなんだろう」そんな対話のきっかけになること
を願って書かれた本です。

『それはわたしが外国人だから?』
安田菜津紀著、金井真紀文・絵（ヘウレーカ 2024.4）

　1921年、プーラはアブエラ（おばあちゃん）が語って
くれたお話を胸に、プエルトリコからニューヨークに
やってきました。図書館の司書として働くことになった
のですが、本棚には故郷の民話など一冊もないのを
見て､プーラが始めたこととは？実際に、ニューヨーク
で司書、作家、人形遣い、民話の語り手として活躍し、
「プーラ・ベルベラ賞」（注）としてその名が残ることに
なった女性の伝記絵本です。

『お話の種をまいて　プエルトリコ出身の司書プーラ・ベルプレ』
アニカ・アルダムイ・デニス作、パオラ・エスコバル絵、星野由美訳（汐文社 2019）

2月14日に、仲田シリワン講師（タイ出身、当協会
の国際理解教育支援ボランティア）からタイの言葉と
文化と料理を学ぶ講座を開催しました。23名の参加
者はタイ語の挨拶や母音の文字を学んでゲームを楽
しんだ後、タイ料理を作って味わいました。

以下のレシ
ピでみなさん
もタイのデ
ザートを体験
してみてくだ
さい。

多文化共生の

取り組みに

フォーカ
ス！

タイ
語
に
よ
る
国
際
理
解
講
座

コーン入りココナッツミルクタピオカ
●材料【１0人分】
タピオカ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100ｇ
スイートコーンの缶詰（粒）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１個
ココナッツミルク・・・・・・・・・100㏄
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g
水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・600㏄
塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/8程度

●作り方
①鍋で分量の湯を沸かし、乾燥タピオカを入れて15分ほどかき
混ぜる。（茹でる時間はそれぞれの説明書きに従う）
②①の鍋に砂糖とスイートコーンを入れて、数分間かき混ぜる。
③別の鍋にココナッツミルクと塩(親指と人差し指で軽くつまん
だくらい)を入れ、軽く沸騰させる。
④②のタピオカを深皿に盛り、③のココナッツミルクを注ぐと出
来上がり。

仲田シリワン講師タイ料理を作っている参加者

〜
国
で
は
な
く
、人
と
し
て
つ
な
が
ろ
う
〜

（注）ラテンアメリカの文化を描いた優れた児童書・ヤングアダルト作品の作家、画家に贈られる賞。

（レシピ提供：仲田 シリワン　文・写真：川崎市国際交流協会 加藤 恵美）
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E v e n t  &  L e c t u r eイ ベ ン ト・講 座 案 内
川崎市国際交流協会・センターの事業（予定）

3月

4月

6月

7月

9月

10月

11月

※開催時期や内容の変更、中止する場合もあります。ご了承ください。

行政書士に　相談が　できます。
通訳は  予約して  お金を  払います。

がいこく じん 　　　　　　　　     ぎょうせいしょし　　　　　    むりょう   そうだんかい
外国人の ための 「行政書士による 無料 相談会」
14：00～16：00
ぎょうせいしょ  し　　　　　そう だん

つう やく　　　　 よ  やく　　　　　　　 かね　　　  はら

無料
むりょう毎月

第３日曜

まいつき

だい　 にちよう

ネイティブ講師によるこども英語A（小学1・2年生）、B（小
学3・4年生）、こどもスペイン語（小学1～5年生）の教室。

春休み♪こども語学教室 26日（木）～28日（土）

スペイン語でズンバを踊ろう！　ネイティブ講師と一緒に体
を動かしながら簡単なスペイン語も学べます。

スペイン語による国際理解講座 29日(日)

市民活動団体が実施する、川崎市の国際化に寄与する国際
交流または多文化共生推進事業が対象。申請書は交流協
会のホームページからダウンロードできます。

国際交流事業・多文化共生推進事業
補助金申請団体 募集  締切：31日（火）16：30

※詳細は川崎市国際交流協会・センターのホームページをご覧ください。

川崎市国際交流センターアクセス

〒211-0033 
川崎市中原区木月祗園町2番2号　
TEL 044-435-7000  
FAX 044-435-7010
E-mail：kiankawasaki@kian.or.jp
https://www.kian.or.jp/kic/

発　  行

印刷・製本　八幡印刷株式会社 〒212-0016 神奈川県川崎市幸区南幸町1-25-3-201 TEL 044-542-2311  FAX 044-542-2312

本誌記事の転載等については必ずご連絡ください。

公益財団法人川崎市国際交流協会

　川崎市国際交流センターの機関誌は、1990年3月から
二色刷りの「KIAN」（川崎市国際交流センターの愛称）とし
て始まり、2009年7月の105号からはカラーの「SIGNAL」（信

号、合図）としてこの春号の172号まで、年4回、季節ごとに発行してまいりました。
　これまで国際理解や多文化共生社会の推進を目指して、海外の生活や文化の
情報、市民レベルでの国際交流活動等を発信してきましたが、さらなる多文化共
生社会の推進を目指し、情報提供の形も外国人市民へより伝わりやすいデジタ
ル化したもの（SNS）に生まれ変わります。
　今号で機関誌「SIGNAL」は終了いたしますが、川崎市国際交流センターはこ
れからもさまざまな形で情報発信を続けてまいります。今後ともどうぞよろしく
お願いします。　　　　　　 　　　　　　  （川崎市国際交流協会 加藤 恵美）

編集後記

企画・校正にたずさわった編集ボランティア（五十音順）
相澤弥生、安藤節子、内田美加、岡崎章、川口俊樹、川野辺幸夫、正一努、高橋一彦、
高橋優子、芳賀扶美世、松波陽介、水野裕子、安田芳郎、湯澤英子、李芷君

賛助会員（K I A Nサポーター）募集！ 新年度会員の期間 2026年4月1日～2027年3月31日
　賛助会員は、川崎市国際交流協会の事業にご賛同いただける個人・団体が加入していた
だけます。賛助会員には、主催イベント・講座のご案内、一部イベントや講座への優先受付等
の特典があります。 皆さまのご支援、ご協力をお願い申し上げます。

賛助会費　●学生会員 1口 1,000円／年　●個人会員 1口 3,000円／年　●団体会員 1口 10,000円／年

※詳しくは以下にお問合せください。
（公財）川崎市国際交流協会
TEL：044-435-7000
E-mail：soumu2525@kian.or.jp

◎午前コース（火・金） 9：50～11：50
　4月14日～6月30日（全22回）
　※1歳から 子どもを あずける ことが できます。
◎夜間コース（水） 18：30～20：30
　4月8日～7月8日（全12回）
※多言語で 問い合わせ・申し込みが できます。

がいこく じん　　　　　　　　に ほん ご こう ざ　　  がっ き
外国人のための日本語講座（1学期）
　　  ご  ぜん  こ　ー　す　　 か　　きん

　　　 がつ　　にち　　　 がつ 　 にち　ぜん　　かい

　　　　いっさい　　　　  こ　　　　　　　　 

　　  や  かん  こ　ー　す　　すい

　　　  がつ ようか　　　  がつ　ようか　 ぜん　　 かい

　　  た  げん  ご　　　　と　　　 あ　　　　　　もう　　  こ

説明を受けながら、市営住宅の申込書を書きます。希望者
には通訳がつきます。

せつ めい　　　う　　　　　　　　　　　 し  えいじゅうたく　　 もうしこみしょ　　　 か　　　　　　　　 き  ぼう しゃ

　　　　 つう やく

がいこく じん　　　　　　   しえいじゅうたくせつめいかい　　にち　 ど
外国人のための市営住宅説明会 13日(土) 無料

むりょう

生活一般についての疑問や困り事の相談を始め、就学や
行政手続きなどの情報も提供する。

せい かつ いっ ぱん　　　　　　　　　　　　ぎ  もん　　  こま　　 ごと　　　そうだん　　 はじ　　　 しゅうがく

ぎょうせい て  つづ　　　　　　　　じょうほう　　ていきょう

せいかつ　　　　　　　　　　　　　　　  しゅっちょうそうだん
生活オリエンテーション・出張相談 無料

むりょう

小学校の仕組みや入学のための準備についての説明会。
交流センターや区役所、市民館等で開催。

しょうがっ こう　　　し　 く　　　　　にゅうがく　　　　　　　　　じゅん  び　　　　　　　　　　　  せつ めい かい

こうりゅう　　　　　　　　　　 く  やく しょ　　し  みん かん とう　　 かい さい

がいこく　　　　　　　　　こ　　　　　  ほ  ご しゃ
外国につながる子どもと保護者のためのプレスクール/
がいこく　　　　　　　　　　こ　　　　　 しょうがっこうにゅうがくせつめいかい
外国につながる子どもの小学校入学説明会 無料

むりょう

日本語を母語としない生徒への高校進学説明会。高校の相
談ブースや先輩の体験談があります。

  に  ほん  ご　　　 ぼ　ご　　　　　　　　　せい  と　　　　　 こう  こう しん がく せつ めい かい　 こう こう　　 そう

だん　　　　　　　　せん ぱい　　 たい けん だん

がいこく　　　　　　　　　　こ　　　　　　こう こう しん がく
外国につながる子どもの高校進学ガイダンス
　　にち　げつ  しゅく
21日(月・祝) 無料

むりょう

ネイティブスピーカーから英語で文化などを学びます。（英語
中上級レベル対象）

英語による国際理解講座（全3回）

外国人講師による家庭料理と文化紹介の講座
ふれあい交流会 17日(土)

ネイティブ講師との交流を通して、外国語や世界に触れる語
学教室。

夏休み♪こども語学教室（英語ほか） 下旬

さまざまな国の音楽やダンス、文化、物産、料理が体験できる
フェスティバル。

インターナショナル・フェスティバルinカワサキ 8日（日）入場無料

外国人に伝わりやすい日本語のコツを楽しく学びます。
講師：吉開章（（一社）やさしい日本語普及連絡会代表理事）

やさしい日本語研修会 4日（土） 無料
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